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「世
せ

界
かい

津
つ

波
なみ

の日
ひ

」
　平

へい
成
せい

27年
ねん

（2015年
ねん

）12月
がつ

の国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

で、11月
がつ

５
いつか

日が「世
せ

界
かい

津
つ

波
なみ

の日
ひ

」として定
さだ

められました。こ
れは、日

に
本
ほん

を含
ふく

め142の国
くに

が提
てい

案
あん

したものです。
　今

こん
後
ご

は、11月
がつ

５
いつか

日に合
あ

わせて、津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

の啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

が世
せ

界
かい

的
てき

に展
てん

開
かい

され、津
つ

波
なみ

による犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

がなく
なることが期

き
待
たい

されています。

どうして、11月
がつ

５
いつか

日なの？
　この日

ひ
は、江

え
戸
ど

時
じ

代
だい

の後
こう

期
き

、安
あん

政
せい

元
がん

年
ねん

11月
がつ

５
いつか

日、安
あん

政
せい

南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

が和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

をおそった際
さい

に、稲
いね

の束
たば

に火
ひ

をつけ村
むら

人
びと

を救
すく

ったという「稲
いな

むらの火
ひ

」の故
こ

事
じ

にちなんでいます。

（平
へい

成
せい

23年
ねん

３月
がつ

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で甚
じん

大
だい

な津
つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

が発
はっ

生
せい

したことから、同
どう

年
ねん

６月
がつ

、津
つ

波
なみ

被
ひ

害
がい

から
国
こく

民
みん

の生
せい

命
めい

、身
しん

体
たい

及
およ

び財
ざい

産
さん

を保
ほ

護
ご

することを目
もく

的
てき

に「津
つ

波
なみ

対
たい

策
さく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」が制
せい

定
てい

され、
この法

ほう

律
りつ

で毎
まい

年
とし

11月
がつ

５
いつか

日が「津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

の日
ひ

」と定
さだ

められました。）　
（安

あん

政
せい

元
がん

年
ねん

11月
がつ

5
いつか

日 … 現
げん

在
ざい

の暦
こよみ

では、1854年
ねん

12月
がつ

2
にじゅうよっか

4日）

「「避避
ひひ

難難
なんなん

カード」のカード」の活活
かつかつ

用用
ようよう

  ～わたしは～わたしは逃逃
にに

げるよ! げるよ! 家家
かか

族族
ぞくぞく

でで決決
きき

めためた場場
ばば

所所
しょしょ

でで会会
ああ

おうね～おうね～

　いざという時
とき

、家
か

族
ぞく

を信
しん

じ、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

がきちんと避
ひ

難
なん

する
ことが大

たい
切
せつ

です。そのために、家
か

族
ぞく

で緊
きん

急
きゅう

避
ひ

難
なん

先
さき

や避
ひ

難
なん

所
じょ

を
事
じ

前
ぜん

に話
はな

し合
あ

い、書
か

き留
と

めておくことが必
ひつ

要
よう

です。

※このカードは、県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

のホームページからダウンロードする
ことができます。

　「避
ひ

難
なん

カード」
　https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501200/d00154057.html
※県

けん

防
ぼう

災
さい

企
き

画
かく

課
か

ホームページからもダウンロードができます。書
か

き方
かた

についての動
どう

画
が

も載
の

せていますので参
さん

考
こう

にしてください。
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1 1 男
性別

3

たろう

〈記
き

入
にゅう

例
れい

〉

災災
さいさい

害害
がいがい

用用
ようよう

伝伝
でんでん

言言
ごんごん

ダイヤルダイヤル171171
　電

でん
話
わ

を利
り

用
よう

して被
ひ

災
さい

地
ち

の方
かた

の安
あん

否
ぴ

情
じょう

報
ほう

を確
かく

認
にん

する「声
こえ

の伝
でん

言
ごん

板
ばん

」です。
（NTT西

にし
日
に

本
ほん

HPより）

●伝
でん

言
ごん

録
ろく

音
おん

（被
ひ

災
さい

したＡさんが、無
ぶ

事
じ

であることを伝
つた

えたい）
　171 + １ + Ａさんの自

じ
宅
たく

などの電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

●伝
でん

言
ごん

再
さい

生
せい

（家
か

族
ぞく

や親
しん

戚
せき

・友
ゆう

人
じん

がＡさんの安
あん

否
ぴ

を確
たし

かめたい）
　171 + ２ + Ａさんの自

じ
宅
たく

などの電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

「「稲稲
いないな

むらのむらの火火
ひひ

のの館館
やかたやかた

」」情情
じょうじょう

報報
ほうほう

〒643-0071 和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

有
あり

田
だ

郡
ぐん

広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

広
ひろ

671  TEL：0737-64-1760
https://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamuranohi/

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

／午
ご

前
ぜん

10時
じ

から午
ご

後
ご

５時
じ

　　　　　　（入
にゅう

館
かん

は午
ご

後
ご

４時
じ

まで）

◆休
きゅう
 館

かん
 日

び
／月

げつ
曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

の場
ば

合
あい

は、その翌
よく

平
へい

日
じつ

）
　　　　　　年

ねん
末
まつ

年
ねん

始
し

（12月
がつ

29日
にち

から１月
がつ

４
よっか

日）

◆入
にゅう
 館

かん
 料

りょう
／一

いっ
　　　般

ぱん
：５００円

えん

　　　　　　高
こう

　校
こう

　生
せい

：２００円
えん

　　　　　　小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

：１００円
えん

※学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

の場
ば

合
あい

、小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

は半
はん

額
がく

※団
だん

体
たい

での来
らい

館
かん

については事
じ

前
ぜん

申
もう

込
し

みが必
ひつ

要
よう

　　　　　　　　　　　　　　（令
れい

和
わ

６年
ねん

３月
がつ

31日
にち

現
げん

在
ざい

）

防
ぼう

災
さい

体
たい

験
けん

室
しつ

展
てん

示
じ

室
しつ

3D津
つ

波
なみ

映
えい

像
ぞう

シアター

津
つ

波
なみ

シミュレーション



「「稲稲
いないな

むらのむらの火火
ひひ

」の」の故故
ここ

事事
じじ

？？ だれが だれが村村
むらむら

人人
びとびと

のの命命
いのちいのち

をを救救
すくすく

ったのったの？？
　安

あん
政
せい

南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

に見
み

舞
ま

われた11月
がつ

５
いつか

日、濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

は広
ひろ

村
むら

（現
げん

在
ざい

の和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

有
あり

田
だ

郡
ぐん

広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

）で貴
き

重
ちょう

な稲
いな

むら（稲
いね

の束
たば

を重
かさ

ねたも
の）に火

ひ
をつけて、暗

くら
闇
やみ

の中
なか

で逃
に

げ遅
おく

れている人
ひと

たちを高
たか

台
だい

に避
ひ

難
なん

さ
せ多

おお
くの命

いのち
を救

すく
いました。

濱
はま

口
ぐち

 梧
ご

陵
りょう

濱濱
はまはま

口口
ぐちぐち

梧梧
ごご

陵陵
りょうりょう

のの復復
ふっふっ

興興
こうこう

活活
かつかつ

動動
どうどう

　濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

は津
つ

波
なみ

による被
ひ

害
がい

の後
あと

、村
むら

からの人
じん

口
こう

流
りゅう

出
しゅつ

を防
ふせ

ぐため、ま
た、村

むら
を津

つ
波
なみ

から守
まも

るために私
し

財
ざい

を投
とう

じて堤
てい

防
ぼう

を築
きず

く大
だい

工
こう

事
じ

を行
おこな

いま
した。
　この堤

てい
防
ぼう

により、約
やく

90年
ねん

後
ご

に発
はっ

生
せい

した昭
しょう

和
わ

南
なん

海
かい

地
じ

震
しん

による津
つ

波
なみ

の被
ひ

害
がい

は軽
けい

減
げん

されました。

堤
てい

防
ぼう

上
じょう

空
くう

から（現
げん

在
ざい

の様
よう

子
す

）

　濱
は

口
まぐち

梧
ご

陵
りょう

の精
せい

神
しん

や復
ふっ

興
こう

への取
とり

組
くみ

を後
こう

世
せい

に伝
つた

えるとともに、津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

の意
い

識
しき

を高
たか

めるための施
し

設
せつ

とし
て、平

へい
成
せい

19年
ねん

（2007年
ねん

）４月
がつ

に和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

有
あり

田
だ

郡
ぐん

広
ひろ

川
がわ

町
ちょう

に建
けん

設
せつ

されました。
　当

とう
施
し

設
せつ

は、「濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

記
き

念
ねん

館
かん

」と「津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

センター」の２施
し

設
せつ

からなります。

濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

記
き

念
ねん

館
かん

梧
ご

陵
りょう

ゆかりの品
しな

々
じな

を展
てん

示
じ

し、
偉
い

大
だい

な功
こう

績
せき

とその生
しょう

涯
がい

を紹
しょう

介
かい

しています。

津
つ

波
なみ

防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

センター
3D映

えい
像
ぞう

や津
つ

波
なみ

実
じっ

験
けん

装
そう

置
ち

に
より、津

つ
波
なみ

について学
がく

習
しゅう

す
ることができます。

外
がい

観
かん

標
ひょう

柱
ちゅう

津津
つつ

波波
なみなみ

てんでんこてんでんこ
　「津

つ
波
なみ

てんでんこ」とは、三
さん

陸
りく

地
ち

方
ほう

に言
い

い伝
つた

えられている言
こと

葉
ば

であり、「てんでんこ」とは、てんで
ばらばらにという意

い
味
み

です。「津
つ

波
なみ

の時
とき

は、まず自
じ

分
ぶん

の命
いのち

を守
まも

ることを考
かんが

えててんでんばらばらに必
ひっ

死
し

に逃
に

げること、そうすることで全
ぜん

員
いん

が助
たす

かる」という意
い

味
み

合
あ

いをもっています。
　家

か
族
ぞく

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

が、きちんと避
ひ

難
なん

するという確
かく

信
しん

をもてるよう、家
か

族
ぞく

で話
はな

し合
あ

っ
て約

やく
束
そく

しておきましょう。

津津
つつ

波波
なみなみ

避避
ひひ

難難
なんなん

33原原
げんげん

則則
そくそく

つ なみ

じん そく たか だい あん ぜん ひ ばなん しょ ひ

けい ほう はっ ぴょう

なん

つ なみ ひ なん

げん そく

そう てい

さい つぜん

そっ せん ひ なん しゃ

必必
かならかなら

ずやってくるずやってくる!!  地地
じじ

震震
しんしん

・・津津
つつ

波波
なみなみ

にに備備
そなそな

えようえよう
　南

なん
海
かい

トラフの地
じ

震
しん

は、近
ちか

い将
しょう

来
らい

発
はっ

生
せい

する確
かく

率
りつ

が高
たか

い地
じ

震
しん

であり、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

にとても近
ちか

いところで発
はっ

生
せい

するため、地
じ

震
しん

・津
つ

波
なみ

から命
いのち

を守
まも

る対
たい

策
さく

が必
ひつ

要
よう

です。

南海地震
なんかい　じ　しん 東海地震

とうかい　じ　しん

東南海地震
とうなんかい　じ　しん

南海トラフ
なんかい

南海トラフ巨大地震
なんかい　　　　　　きょだい　じ　しん

【南
なん

海
かい

トラフの地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

確
かく

率
りつ

】

30年
ねん

以
い

内
ない

に

70〜80％程
てい

度
ど

（マグニチュード 8～9クラス）
令
れい
和
わ
６年

ねん
１月

がつ
現
げん
在
ざい

（地
じ
震
しん
調
ちょう
査
さ
研
けん
究
きゅう
推
すい
進
しん
本
ほん
部
ぶ
発
はっ
表
ぴょう
）

濱濱
はまはま

口口
ぐちぐち

梧梧
ごご

陵陵
りょうりょう

のの偉偉
いい

業業
ぎょうぎょう

をを後後
こうこう

世世
せいせい

にに伝伝
つたつた

えるためにえるために

「「稲稲
いないな

むらのむらの火火
ひひ

のの館館
やかたやかた

」」


